
第１４６回 石川県都市計画審議会議事録

平成１９年１０月２３日（火）１４時００分から

石川県庁舎 １１階 「１１０９会議室」

◎事務局：ただいまから、第１４６回石川県都市計画審議会を開催いたします。

審議に入ります前に、事務局を代表いたしまして小間井土木部長から一言ご

挨拶申し上げます。

。 、 、○部 長：土木部長の小間井でございます 都市計画審議会の開催にあたりまして 一言

ご挨拶を申し上げます。

、 、 、また 今回新たに審議会委員に就任頂きました委員の方々には ご快諾頂き

心より御礼申し上げます。

さて、能登半島地震発生後、半年が経過し、第１次の「復興プラン」をとり

まとめたところでありますが、土木部としては、施策の３つの柱のひとつであ

る 安全・安心な暮らしの再建 の一環として 高齢者の方々を中心とした 住「 」 、 「

宅の再建支援 、そして、能登有料道路などの「公共土木施設等の復旧・整備推」

」 、 。 。進 を より一層図ってまいりたい このように考えているところであります

さらに、被災した地域を元気にするためには、街に活力を戻すことも重要で

あり、そのためには、都市基盤の整備やまちなみ形成などのまちづくりを着実

に進めて行くことが不可欠であると考えています。

県としましても、これらのまちづくりに係る課題に、これまで以上に、積極

的に取り組んでいきたいと考えておりますので、委員の皆様には、引き続き、

ご指導・ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

本日の審議会には、５件の都市計画変更等の案件を予定しております。

まず、１点目でありますけども、七尾都市計画道路の変更です。

これは、能越自動車道七尾氷見道路を変更する案件でございます。

２点目は、金沢市における区域区分の変更、いわゆる線引きに係る案件です

が、これは、外側環状道路海側幹線の整備などのための土地区画整理事業区域

を市街化区域に編入するものであります。

そして３点目は、金沢都市計画道路の変更ですが、外側環状道路山側幹線の

うち鈴見交差点を立体交差に変更する案件と併せまして、諸江向粟崎線を２車

線から４車線と変更する案件です。

そして４点目が、松任都市計画道路の変更でありますが、海側幹線のＪＲ北

陸本線との交差部を変更する案件です。

それから、最後に、金沢市における特殊建築物の敷地の位置に係る案件です

が、これは、廃プラスチック類をリサイクルする施設を設置するものでありま

す。

以上の５件について、ご審議をお願いしたいと考えております。

委員の皆様方には、どうかよろしくご審議、ご指導を賜りますよう、お願い

申し上げます。

最後に改めまして、本日出席頂いたことに感謝申し上げ、今後とも、格別の

ご指導、御支援を賜りますことをお願い申し上げまして、開会のご挨拶とさせ



ていただきます。

本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。

◎事務局：続きましてお手元の配布資料の確認をお願いいたします。

議事次第、Ａ４、１枚、議案書、Ａ４の冊子でございます。

資料１といたしまして「都市計画決定案件市町決定一覧表」Ａ３、Ａ４それ

ぞれ１枚、参考資料といたしまして「都市計画審議会議案に伴う意見書提出状

況」Ａ４、１枚をお配りしております。

何か足りない資料がございましたら、事務局までお知らせ下さい。

それでは、前回５月２２日に開催しました審議会以降の委員の異動につきま

して、ご報告申し上げます。議案書の１ページから３ページをご覧下さい。

関係行政機関委員におかれましては、人事異動に伴いまして北陸農政局長の

涌野佐斗司様から黒木幾雄様 に替わられました。

町長の代表委員におかれましては、石川県町長会会長の細川義雄様から村隆

一様に、町村議会議長の代表委員におかれましては、石川県町村議会議長会会

長の新平悠紀夫様から谷口正一様に替わられました。

臨時委員では人事異動に伴いまして、北陸財務局長の山崎康史様が大森通伸

様に、中部経済産業局長の佐藤樹一郎様が大辻義弘様に、石川県警察本部長の

干場謹二様が谷直樹様に替わられ、日本郵政公社北陸支社長の栗山英俊様にお

かれましては、１０月１日の日本郵政公社の民営化に伴い、臨時委員としての

委嘱を解くことと致します。

また、前回審議会でご承認いただきました環境影響評価専門小委員会の解散

に伴い、長きにわたり専門委員でありました川上光彦会長、清水建美様、中村

浩二様におかれましては、専門委員の委嘱を解くことと致します。

以上が、委員の交代についてご報告でございます。

なお、本日の審議会には、出席依頼委員２６名中、１８名の委員の方々にご

出席いただいております。

これより、川上会長に議事進行をお願い申し上げます。

◆会 長：本日は、委員の皆様にはご多用中ご出席いただきまして、誠にありがとうござ

います。

事務局からの報告によりますと、ただいま、出席依頼委員２６名中１８名と

半数以上のご出席をいただいているとのことですので、本日の審議会は有効に

成立しておりますことを、ご報告いたします。

、 、 、 、それから 本日の議事録の署名委員ですが 今回は 平林委員と山田委員に

お願いいたします。よろしくお願いします。

それでは議事に入りたいと思います。はじめに、事務局から前回の審議会の

結果報告をお願いいたします。

◎事務局：議案書の４ページをご覧ください。前回の第１４５回審議会の結果について、

ご報告いたします。

前回、承認する旨答申のありました、議第１４７３号「小松能美都市計画区域

区分の変更」につきましては７月６日に、また、議第１４７４号「小松能美都

市計画道路の変更 、議第１４７５号「小松能美都市計画、辰口都市計画及び美」

川都市計画下水道の変更」につきましては、ともに６月１２日に都市計画変更



の県告示がなされたことを、ご報告いたします。

同じく、前回承認する旨の答申のありました議第１４７６号「金沢市におけ

る特殊建築物の敷地の位置について」につきましては、６月７日に建築基準法

第５１条の規定による許可がなされたことを、ご報告いたします。

以上でございます。

◆会 長：次に、議案の審議に入りたいと思います。委員の皆様におかれては、議事進行

にご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

最初に、議案第１４７７号「七尾都市計画道路の変更について」を上程しま

す。事務局から説明して下さい。

◎事務局：議第１４７７号「七尾都市計画道路の変更について」をご説明致します。

議案書は７ページ、図面は９ページ １１ページになります。

本案件は、七尾市の１・３・１号能越自動車道線の変更であります。

こちらのスクリーンでご説明いたします。スクリーンをご覧下さい。

能越自動車道全体の図面でございます。

能越自動車道は、輪島市を起点としまして、七尾市、富山県氷見市等を経由

して、北陸自動車道小矢部砺波ジャンクションに至る延長約１００ｋｍの自動

車専用道路であります。

現在、石川県内では、田鶴浜道路及び能登有料道路を活用した区間に加え、

能登空港インターまでの全体３８kmが供用中でございます。

今回の変更となるのは、現在事業中の、七尾から県境までの七尾氷見道路で

ございます。

この図で、紫色が国道１５９号、こちらが国道１６０号と国道２４９号、Ｊ

Ｒ七尾線、緑色が県道になります。

能越自動車道線は、赤色で示しますこちらの道路でございまして、七尾イン

ターから県境までの延長約１３．７ｋｍ、計画の道路幅員２２ｍの道路であり

ます。

今回の変更は、七尾東インターの追加及び大泊インターの区域の変更、並び

に、法面区域の追加を行うものでございます。

まず、七尾東インターの追加理由についてご説明いたします。

能越自動車道には、七尾インターと大泊インターの２箇所のインターチェン

ジが計画されておりますが、このインター間隔が約１２ｋｍと長くなっており

す。

このため、整備効果をできるだけ早期に発現することや、ＬＰＧの国家備蓄

、基地や七尾大田火力発電所など七尾湾の臨海地域へのアクセス性を高めること

さらに現在、降雨によって通行止めとなる国道１６０号のバイパスの役割を持

たせ、災害にも強い道路ネットワークを構築することなどの理由により、新た

に七尾市矢田町地内にインターチェンジを追加するものであります。

名称は、仮称ですけれども七尾東インターとしております。

この図面が、七尾東インターチェンジの平面図でございます。

左側が計画区域図でございまして、今回新たに追加するため、赤色で着色し

てございます。

右側が道路の詳細図でございまして、赤色これが本線部で、青色が一般道と

の接続道路、ランプとよばれているものであります。



富山方面への行き来ができるいわゆるハーフ形式となってございます。

これは、インターチェンジの出入り交通量を推計した結果、大部分が富山方

面へのアクセスであることからハーフ形式としたものでございます。

次に、大泊インターの変更についてご説明いたします。

左側が、当初計画されていた図面、右側が今回変更計画の図面になります。

当初、大泊インターは、ランプが全て立体交差となる、いわゆるトランペッ

ト形式で検討しておりましたけれども、インターチェンジの出入り交通量を踏

まえ、再度検討した結果、右図のように平面Y型形式に変更するものでございま

す。

この変更により、インターの規模がコンパクトとなり、整備コストの削減に

もつながることにもなります。

右上の図で、今回、変更によって削除する部分が青色となります。

また、国道１６０号への取付道路についても、現地測量等の結果及び、取付

位置の比較検討を行った結果、取付道路の勾配の緩和が可能な位置に変更し、

冬場の安全で円滑な交通の確保を行うものです。

次に、当初は、能越自動車道線は路面の幅２２ｍ一律で都市計画の決定して

おりましたけれども、全区間の現地測量及び詳細設計を踏まえて、必要な法面

の幅が確定したため、今回道路区域に追加するものでございます。

なお、七尾都市計画道路の変更案につきましては、平成１９年９月１８日よ

、 、 。り１０月２日まで 縦覧に供しましたが 意見書の提出はございませんでした

また、縦覧期間や意見書につきましては、今回参考資料としてお手元にお配

りしてある「都市計画審議会議案に伴う意見書の提出状況」に、今回の上程案

件について取りまとめてございます。

以上でございます。

◆会 長：只今の、事務局の説明についてご質問、ご意見ございませんでしょうか。

特にございませんようですので、本案はご承認いただいたものとします。

次に、議案第１４７８号「金沢都市計画区域区分の変更について」を上程し

ます。事務局から説明して下さい。

◎事務局：議第１４７８号「金沢都市計画区域区分の変更について」ご説明いたします。

お手元の議案書では、１３から１４ページと１５と１７ページの図面になり

ます。

区域区分とは、いわゆる線引きと呼ばれている制度で、無秩序な開発を抑制

し、計画的な市街地を形成するため、市街化を促進する市街化区域と、当分の

間市街化を抑制する市街化調整区域とを区分するものです。

こちらのスクリーンをご覧ください。

、 、 、 、浅野川 北陸自動車道 金沢外環状道路海側幹線 都市計画道路金沢駅港線

５０ｍ道路でございます。

臨港線、諸江向粟崎線、県庁でございます。

今回の変更は、金沢副都心北部に位置する、大友地区の約６．５haと、大河

端地区の約１７haを、市街化区域に編入するものです。

さて、市街化区域への編入は、都市計画上の必要性や市街地整備の確実性を

確認するとともに、人口フレーム方式により、行うこととなっています。

人口フレーム方式とは、人口の目標値のうち、既存の市街化区域に収まらな



い人口を保留しておき、今回のような市街地整備を実施する際に、随時、必要

な人口を配分し、その人口に相当する区域を市街化編入する制度です。

金沢都市計画の市街化区域では、平成２２年の目標人口を５１万４，２００

人に設定し、このうち５１万９８０人を、既存の市街化区域に配分し、残りの

３,２２０人を保留人口としています。

今回は、保留人口３,２２０人のうち、大友地区に３８０人、大河端地区に８

２０人、合計１,２００人を配分するもので、配分後の保留人口は２,０２０人

となります。

両地区とも、土地区画整理事業による計画的な市街地整備が確実になったこ

とから、今回新たに市街化区域に編入することとなった地区ですが、両地区の

事業は、平成１６年度に策定した「金沢副都心北部地区土地区画整理事業基本

構想」に基づき、金沢外環状道路海側幹線の整備とともに、良好な環境を備え

た市街地を形成するために、計画された事業で、今回、一昨年度、市街化区域

に編入され、先日、工事の起工式を行いました直江地区に続き、地元の合意が

形成されましたので、土地区画整理事業を実施することとなりました。

なお、大友地区については、今回市街化編入する６．５haに、既に市街化区

域になっている区域を加えた１０．６ha、大河端地区については、今回市街化

編入する１７haから、弓取川の部分を除いた１６．６haが、事業区域となって

います。

なお、両地区とも、事業中の計画的な土地利用に支障をきたす建築行為を制

限するため、今回の市街化区域への編入に併せ、当面は、最も制限の厳しい第

１種低層住居専用地域を指定することとしています。

土地区画整理事業区域及び用途地域の指定につきましては、先週の１０月１

７日に金沢市の都市計画審議会で審議され、了承されております。

航空写真で、大友地区と大河端地区の位置を示すとこのようになりますが、

。両地区とも市街化区域に隣接した場所にあるといったことが伺えると思います

以上が、金沢都市計画区域区分の変更内容です。

なお、９月２８日から１０月１２日の期間、都市計画（案）を縦覧いたしま

したが、意見書の提出はございませんでした。

これで「金沢都市計画区域区分の変更について」説明を終わります。

◆会 長：只今の、事務局の説明についてご質問、ご意見はございませんでしょうか。

●委 員：都市計画ということで、将来ビジョンをモットーにしながら、いろいろな都市

計画が策定されてくると思っております。

先ほど、七尾の変更もございました。

そういった計画については、異論が無いわけでありますけれども、東海北陸

道もいよいよ来春できてくる。そうした中で能越という事業の進捗が今後どの

ようになってくるのかということも、やっぱりにらんでいく事が石川県行政が

その広域圏のなかでどういった位置づけになるかといったことをにらんでいか

なかればいけない将来展望があると思うんで、いつ頃に能越が全線供用開始な

されるのかといったことが、将来展望があってこの計画ができてくると思って

おりますし、当然金沢もやはり石川県の県土づくりのなかで中心でありますか

ら、両翼をにらみながらも、海浜道路をにらんで、能登また加賀との連携とい

うことを、金沢として当然計画されていかなければならない。



そういったことから、こういった計画は、賛同するんですけど、じゃあ金沢

ばっかりがふくらんで、能登の過疎がますます進行していくのはいかがなもの

かと考えながら、いつ頃までを目標に計画が達成できるのか。

それから、この図面を見ながら、近岡からの道路、内灘の方に入る道路があ

るんですけれども、先般、御供田線ということでの、新たな道路、橋も架けら

れたのが、この図面上には、位置的に都市計画の中には表わされておらんとい

うのは、どのように解釈しておけばよろしいのかお伺いしたいと思います。

◆会 長：ご意見とご質問があったかと思うんですが、何か事務局からよろしくお願いし

ます。

◎事務局：まず、能越自動車の供用開始時期ですが、現在、国直轄で整備していただいて

いますが、平成１９年度末の全体の進捗率で、４４％ぐらいに達すると聞いて

います。

また、現在、能越自動車道砺波ジャンクションから氷見インターまでが供用開

始されてますが、七尾東インターまでの供用時期は、平成２０年代の半ばぐら

いにはとお聞きしているところです。

それから、金沢の方に転じまして、海側幹線の沿線を今回、市街化区域に編

、 、 、入する予定ですが 能登有料道路 海側幹線そして南加賀へ続く倉部金沢線で

能登、金沢、加賀の太い動脈の形成しようとしていますが、その一環として、

海側幹線の事業手法である区画整理事業が地元の方で合意、形成、着手できる

環境になったということで、今回市街化区域に編入するものです。

それから、金沢港とのアクセスとして、昨年の１２月供用開始した大浜御供

田線ですが、基本的に、都市計画道路を図化してある図面になっていることか

ら、図面に重要な道路を図示してなかったわけですが、確かに都市計画道路で

あろうが、臨港道路であろうが、機能を総合乗り入れしているネットワークで

ございますので、また、今後、重要なネットワークについては、審議図面に入

れていきたいと思っております。以上でございます。

◆会 長：何か補足発言がございますか。

◎事務局：金沢河川国道事務所の者でございます。先ほど能越のご説明をさせていただき

ましたけれども、補足と数値等の訂正をさせていただきます。

能越自動車道につきましては、全体延長１００ｋｍという説明の中で、能登

有料道路も含めて６割強、現在供用済であります。

まだ、都市計画決定されていない区間がございますので、先生のご質問であ

ります全体のスケジュールについてはまだ未定のところがございますので、ま

た公表できるといった状況にはなっておりません。

また、大泊から七尾東インターにつきましては、先ほど１６０号の代替機能

とか、早期効果の発現ということで、今現在は、平成２０年代の前半を目標に

今、整備をすすめているということで、そこだけ訂正をさせていただきたいと

思います。

◆会 長：ありがとうございました。



●委 員：先ほど、２０年代の中頃という話を聞いてやむを得ないんだろうなと思ってい

たんですが、今ほどの追加補足説明の中で、２０年代半ばから少しでも前倒し

をというようなご説明を頂いたわけでございますけれども、我々としたら、海

浜道路が２５年１月いっぱいで有料道路から無料化へという動きをお聞きをし

ておるわけなんで、その辺をにらんで七尾から東海北陸道へアクセスする道路

が、供用開始になるのかなと思いでおったんですけれども、それよりも早まる

段階で七尾から氷見への北陸道へアクセスできる、全線供用開始ができるとい

う風に認識してもよろしいですか。

◎事務局：先ほど、国交省からもご説明があったとおり、２０年代前半で七尾東インター

までということであります。七尾東インターから七尾インターまで、まだ、工

、 。事にかかっているんですけれども 有料道路は２６年１月の予定でございます

能登有料道路の無料化より先にまず、七尾東インターから大泊間、それから

富山方面も合わせて完成するのかなと考えています。

◆会 長：よろしいですか。補足説明はございませんか。

◎事務局：すみませんが、補足でございますが、七尾東インターから大泊インター間を平

成２０年代前半ということで、あと、大泊インターから富山県側については、

まだ目標自体が決まっていない状況で、すみませんがそういうことでご理解い

ただきたいと思います。

◆会 長：ありがとうございました。他にご意見、ご質問はございませんか。

他にございませんでしたら、本案はご承認いただいたものとさせていただき

ます。

、 「 」 。次に 議案第１４７９号 金沢都市計画道路の変更について を上程します

事務局から説明して下さい。

◎事務局：議第１４７９号「金沢都市計画道路の変更について」をご説明致します。

議案書は１９ページ、図面は２１ページ２３ページになります。

本案件は、山側環状の鈴見交差点の立体交差化と、諸江向粟崎線の変更であ

ります。

まず、鈴見交差点の変更についてご説明いたします。

こちらのスクリーンをご覧下さい。

この図で、紫色が、国道１５７号、１５９号、JR北陸本線、金沢駅、緑色が

金沢湯涌福光線と、その他の県道です。

下にでました赤色が、鈴見新庄線でございます。こちらが、今町鈴見線、交

差する路線が、小立野鈴見線になります。金沢美大がここにありまして、青色

これが浅野川です。

今回の変更は、この三つの赤い路線が接続する鈴見交差点について、現在の

平面交差点から立体交差の構造に変更するものでございます。

鈴見交差点は、山側環状である鈴見新庄線、今町鈴見線さらに、中環状道路

の小立野鈴見線が交差しておりまして、平成１８年４月の山側環状の全区間開

通以来、交差点を通過する交通量が増加し、朝夕や、休日に慢性的な渋滞が発

生しております。



国土交通省金沢河川国道事務所の交通量の観測データによりますと、全線開

通前に一日あたり１８，２００台であった交通量が、開通後の１８年１０月の

データですけれども、３４，９７０台に増加しております。

交差点の渋滞の長さにつきましても、田上側におきましては、１，２００ｍ

と記録しております。また、交差する小立野鈴見線側においても、３００ｍ超

えの渋滞が発生しております。

また、交通量の増加により交差点での交通事故も増加しておりまして、交通

安全対策も必要となっております。

さらに、今町鈴見線の方は、４車線計画でございますが、現在暫定２車線で

供用してございます。今後順次４車線化が図られることで、将来的には、さら

に交通量の増加が見込まれることとなります。

今回の都市計画変更は、現状の交通混雑の緩和や事故防止、さらには、将来

の交通量増加に対応した、安全で円滑な交通の確保のため、鈴見交差点を立体

交差構造に変更するものでございます。

こちらが、交差点部の平面図になります。ピンク色の部分が、立体交差で道

路が高架となる部分になります。山側環状の直進交通を立体化により交差点を

通らないよう通過するものであります。

鈴見交差点は、中央分離帯が非常に広くなっておりまして、この中央分離帯

の幅を活用しまして、４車線の高架橋を架ける計画であります。

その結果、現在の都市計画幅の中で、立体交差が可能となっております。

次に側面図でございます。立体交差の区間は、橋の区間が約１００ｍその前

後の取付区間が擁壁構造で両側１３０ｍずつとなり、全体では３６０ｍの立体

交差区間となります。

次に断面図でございます。

高架橋の断面図で、３．２５ｍの車道幅が４車線ございまして、総幅では１

５．５ｍの高架橋になります。

擁壁部の断面図です。

現在の道路につきましては、高架部の外側が側道となりまして、幅５．５ｍ

を確保します。また、歩道や植樹帯については、現状の幅で変更はございませ

ん。

次に、立体交差の完成予想図になります。

橋の桁の色は、先日の金沢市景観審議会で審議され、ここのパースにありま

すようにベージュ系を基本とすることになりました。また、冬期雪が下に落ち

ないような防護柵や、照明施設も設置されることになります。

もう一枚、完成予想図がございます。立体交差部を望む鳥瞰図になります。

左上が卯辰トンネル側になります。

次の写真は、現状の鈴見交差点から今町方向を望んだ写真です。奥には、卯

辰トンネルが見えます。

次に田上方面を望んだ写真で、渋滞が長く続いてございます。

次に鈴見方向から小立野鈴見線方向を望んだ写真でございます。

交差点の向こう側に鈴見橋があります。

以上、立体化の工事につきましては、事業者の国土交通省金沢河川国道事務

所によれば、今年度、下部工の工事に着手することと聞いてございます。

以上が、鈴見交差点立体化の説明でございます。

引き続きまして、諸江向粟崎線について説明いたします。



図面は、次の２３ページになります。

こちらのスクリーンで説明します。

こちらの図で、紫色が国道８号、１５９号、橙色が北陸自動車道、ＪＲ北陸

本線及び金沢駅、黄色が能登有料道路、緑色が金沢外環状道路海側幹線、こち

らが主要地方道松任宇ノ気線とその他の県道になります。

諸江向粟崎線は、こちら金沢市諸江地内の都市計画道路北安江粟崎線から、

内灘町緑台２丁目の能登有料道路までの区間延長４，７１０ｍの道路でござい

まして、本年８月に、大野川に架かる「内灘湊大橋」の４車線化が完成してお

りまして、能登有料道路から臨港線の北間交差点までの区間１，１４０ｍが４

車線で供用しております。

北間交差点から諸江町間につきましては、２車線の計画となっておりました

けれども、今回、海側幹線の整備の進捗や能登有料道路の直線化、将来的な無

料化など交通環境の変化に対応しまして、当該路線のうち北間交差点から、海

側幹線までの区間約１，２８０ｍ区間について、将来的に交通量の増加が見込

まれるため、現在１６ｍ２車線の道路を、２３ｍ４車線の道路に拡幅する変更

を行うものでございます。

拡大した平面図でございます。

上が臨港線北間交差点、下が海側幹線でございます。

２車線を４車線に拡幅するため、図で赤色で示した部分が、拡がる部分にな

ります。

、 、 、先程の 区域区分の変更案件で説明した大河端地区の土地区画整理事業 今

黄色ででましてけれども、４車線化で約７００ｍを整備することや、現在が直

線であることから、基本的には、道路が拡がる部分は西側としております。

ただ、北間交差点付近については、北側の整備済み区間との関係で一部東側

にも拡がる部分がでることになります。

道路幅員について説明いたします。

こちらの図面にありますように上が当初計画、下が変更計画になります。

下の図面のとおり、車道が４車線、中央分離帯２ｍ、歩道は両側に３．５ｍ

で、総幅員２３ｍとなります。

歩道部につきましては、ここに緑の絵がありますけれども、連続的な植樹帯

を設置するのではなく、植樹枡とし、自転車利用にも配慮した幅を確保するこ

ととしております。

次、写真を見ていただきます。

、 。 、北間交差点から 山側方向を望んだ写真でございます 現在奥に見えるのは

２車線の車道と１．５ｍ程度の歩道が設置されております。

次に、海の方向を見た写真でございまして、向こうに見えるのが「内灘湊大

橋」でございます。

次の写真ですけれども、海側幹線の計画位置から海側を望んだ写真でござい

まして、現在２車線の道路となっております。

これが４車線に拡幅することで、この左側の赤い線のところまで、道路が拡

がる計画となっております。

以上が、諸江向粟崎線の変更内容のご説明です。

なお、金沢都市計画道路の変更案のうち、最初に説明しました鈴見交差点立

体交差については、平成１９年８月１４日より８月２８日まで、諸江向粟崎線

については、９月２８日より１０月１２日まで、それぞれ縦覧に供しましたけ



れども、意見書の提出は、ございませんでした。

以上でございます。

◆会 長： 只今の、事務局の説明についてご質問、ご意見はありませんか。

●委 員：都市計画道路の幅員を拡げるときにですね、半分が区画整理、半分が街路方式

ということなんですが、街路方式と区画整理方式の境界線というんですか、ど

こまでが区画整理でやるんだといった理由がこの図面をみる限り田んぼがもう

少し北にあるような感じがするんですが、そこできった理由を説明してほしい

んですが。

◎事務局：基本的には、区画整理の事業が合意形成がなされた部分は、区画整理でやると

いったことで、今回の場合の境界がそこにあたったということで、区画整理で

合意形成されなかったところは、街路事業でやるといった格好でなっていると

。 、 、いうことです 区画整理をやるときに 町会で分けて合意形成しておりまして

区画整理をやっているところが、大河端、上が北間地区ということで、町の境

できれているということです。

●委 員：交差点の形状なんですが、いろんな道路が交差しているため、交差点の部分が

きっちりとしていないと、交通の流れも非常に良くないし、混雑も甚だしいこ

とになるかと思うんですが、諸江向粟崎線と臨港道路また、外環状道路との交

差点の形状、特に右折に対するものをですね、しっかりととってあるのかどう

、 、 、 。か この図面等からでは 判断しにくいので ご説明いただきたいと思います

◎事務局：北間の交差点につきましては、図面がありますので、見ていただきますと、こ

の図で上が北方向で、４車線化になった湊大橋です。下が今回変更で２車線か

ら４車線にする区間、横に通っているのが臨港線になります。上の部分は４車

線で完成しておりまして、今回、下の部分を拡幅するということで、直進２車

線にプラスして右折の車線を計画してあります。

上の方からくる部分もそうですし、今回拡げて下の方から内灘方面に向う部

分も直進２車線のほかに右折の車線を設けてあります。

●委 員：外環状道路との交差はどうでしょうか。

◎事務局：この斜めに入ってきているのが、今回の諸江向粟崎線の４車線になったときの

図面でありまして、縦が海側幹線外環状道路でございます。

内灘の方から車がくるときには、交通量の推計をしておりまして、海側幹線

に乗る車が非常に多いということで、ここにつきましては、右折の車線を２車

線設けて、そこで滞りが起きないような形で交差点の形状を決めております。

●委 員：下からくる方はどうでしょうか。

◎事務局：下側からくる方につきましては、こちらは２車線ですけれども、交差点部が拡

がりますので、ここにつきましても、直進と、交差点の中に入りましたら右折

の部分を確保して直進と右折に分離した形で計画しております。



●委 員：交差点部については、右折ラインをしっかりとって交通渋滞が起きないと理解

してよろしいですね。

◎事務局：その通りでございます。

●委 員：もう一点確認したいのですが、都市計画道路の中で、区画整理の中に道路の両

側が入ってると思うんですが、街路方式は片側だけ拡張しますよね。

そうしますと、新しい道路の築造にあたって、道路の右側と左側でレベルに

差がでるということだけ無いということを確認したいのですが。

、 、◎事務局：当然４車線にしますときには 今の道路２車線を使って拡げるんですけれども

現在の道路の方にも歩道を拡げる必要がございますので、４車線の計画をしま

して、きちんとした道路になるようにして工事を進めていくことになります。

●委 員：左右に差はできないということですか。

◎事務局：できないです。

◆会 長：他にご意見、ご質問はございませんでしょうか。他にご意見もございませんの

で、本案はご承認いただいたものとします。

、 「 」 。次に 議案第１４８０号 松任都市計画道路の変更について を上程します

事務局から説明して下さい。

◎事務局：議第１４８０号「松任都市計画道路の変更について」をご説明致します。

議案書は２５ページ、図面は２７ページになります。

金沢鶴来線の変更であります。

こちらのスクリーンをご覧下さい。

、 、 、 、 、この図で 紫色が国道８号 こちらが 国道１５７号鶴来バイパス 橙色が

北陸自動車道、緑色に示しますのが県道になります。

ＪＲ松任駅はこちらになります。

赤色で示すこちらが、金沢外環状道路海側幹線、都市計画道路名で言います

と金沢鶴来線と森本松任線です。

側道部が金沢鶴来線で、本線部が森本松任線になります。

海側幹線のうち、金沢市福増町から、白山市乾町間の４．１ｋｍの区間につ

きましては、平成１６年度より事業化となっており、現在、用地買収や、北陸

自動車道付近での道路築造工事を行っているところです。

今回変更の金沢鶴来線につきましては、海側幹線の側道部であり、ＪＲ北陸

本線との立体交差区間に計画している副道の区域を変更するものです。

平面図をご覧ください。

左側が鶴来方向でございます。

右側が金沢方向になります。

今回変更する区間につきましては、ＪＲ北陸本線を挟む延長６００ｍの区間

でございまして、鉄道の下を道路が立体交差する区間に沿道利用のための副道

を計画してございます。



この図で黄色になります。

今回の変更は、道路と平行する中村用水の計画の変更及び立体交差構造の変

更に伴う縦断計画の見直しにより、黄色の副道の位置及び区域の変更を行うも

のであります。

図で、青色が今回削除する区域と、赤色が追加する区域となります。

まず、中村用水の変更についてご説明いたします。

道路の断面図でございますけれども、上が当初計画、下が今回変更後の計画

になります。

当初、道路と平行する中村用水につきましては、上の図のように用水を暗渠

化しまして、その上を副道とする計画としておりました。ただ、用水管理者と

の実施協議を進めていった結果、用水管理上、延長の長い暗渠化は困難となっ

たことから、下の図のように、用水部分を開渠に変更しまして、副道はその外

側に位置変更することになります。

次に、立体交差の部分についての変更について説明します。

４箇所が削除となります。

これは、イメージ図でございますけれども、上の部分でありますけれでも、

真っ直ぐ引いてあるのが地盤の線で、ＪＲ北陸本線が通っているその下を、道

路が下をくぐるような形になります。

この道路計画の線が当初計画が青色で、変更計画が赤色となります。

鉄道との交差部分の構造の変更によりまして、全体的に交差部分が７０セン

チ上げることが可能となりました。

青が赤になった結果、両端の副道部分の延長が短くすることになります。

道路の交差部を見直した結果、縦断が見直され、その結果として副道の延長

を短くすることが出来る変更の中身でございます。

次に写真を見ていただきます。

金沢方向・海側方向を望んだ写真でございます。

向こうの方に北陸本線が見えます。

次に、反対方向、山側方向を望んだ写真でございます。

左側に少しくぼんでいるのが現在の中村用水でございまして、この図のよう

に中村用水が少しずれまして、その外側に赤色に塗った副道部がこの位置に変

更になるといったことであります。

以上が、金沢鶴来線の説明でございます。

なお、この変更案については、平成１９年９月１８日より１０月２日まで縦

覧に供しましたけれども、意見書の提出は、ございませんでした。

以上でございます。

◆会 長：只今の、事務局の説明についてご質問、ご意見はございませんでしょうか。

●委 員：図面２７ページの左上の副道部分なんですけれども、ＪＲ線の真下に横断する

ように入っておりますが、ここの部分の詳細はどうなっているのでしょうか。

◎事務局：委員のおっしゃるとおり、副道の部分として、行き止まりではなく、線路の部

分でつながっております。海側につきましては、線路に沿った形でつながって

おります。山側につきましては、少し離れたところでつながっております。



●委 員：この部分の一方通行とか、交互通行とかその辺の処理はどうなっているんでし

ょうか。あまり交差部がよく分からないので。

詳細の設計はこれからということなんですか。

◎事務局：幅員的には、副道６ｍでございますので、道路の交差はできるようになってお

ります。特に一方通行とかの規制は考えておりません。

●委 員：ずっと下がった下でということですね。

◎事務局：図で言うと、一番底の部分で横断できるようになっています。

◆会 長：他にご意見、ご質問はございませんでしょうか。他にご意見もございませんの

で、本案はご承認いただいたものとします。

、 「 」次に 議案第１４８１号 金沢市における特殊建築物の敷地の位置について

を上程します。

事務局から説明して下さい。

◎事務局：議第１４８１号「金沢市における特殊建築物の敷地の位置について」をご説明

いたします。

議案書は２９ページ、図面は３１ぺージになります。

スクリーンをご覧下さい。

今回審議していただきます特殊建築物につきましては、建築基準法第５１条

のただし書きの規定により 「産業廃棄物中間処理施設などの特殊建築物は、特、

定行政庁が都市計画審議会の議を経て、その敷地の位置が都市計画上支障がな

いと認めて許可した場合に新築もしくは増築できる 」と規定されているため、。

本審議会に付議するものです。

今回の特定行政庁は、金沢市となります。

それでは議案の説明に入ります。

緑の実線が外環状道路です。

主要地方道金沢湯涌福光線とその他の県道です。

そしてこの青色が、浅野川と犀川になっております。

赤く囲んだ区域が審議していただきますクリーンライフ(株)の中間処理場の

敷地で、場所は金沢市の中心部から南へ約６ｋｍ離れた田上本町、舘町、銚子

町にまたがる場所に位置し、市街化調整区域となっています。

当処理場は、昭和６０年から、がれきや木くずなどの産業廃棄物の破砕をお

こなっていましたが、さらに今回、新たに設置される廃プラスチックの破砕施

設が許可対象となったことから付議するものでございます。

続いて、こちらが施設概要の新旧対照表になります。

今回新設する破砕施設は、黄色で示してありますが、廃プラスチック類の処

理能力は１日あたり１２．３ｔとなっております。



廃プラスチックは、破砕後、他の工場で固形化燃料として処理されることと

なっております。

次にこちらが周辺の拡大図となります。

当該区域は、最寄りの住宅地まで約１５０ｍ離れており、隣接地は山林であ

ることから周辺の土地利用に対して支障はないと判断しています。

また、敷地は、鋼製のフェンスで囲まれ、敷地外との遮断がされており、周

辺への騒音等の支障は無いと判断しております。

配置図でございます。

破砕機の建設予定地になります。また、こちらが車両出入口になります。

敷地のうち、周辺部は緑化しております。

申請区域の現況写真となります。

こちらの前面道路が県道金沢湯涌福光線です。

道路幅員は平均１５ｍ程度（片歩道付）あり、変更後、搬入搬出車両台数は

ほとんど変わりはなく、交通上の支障は無いと考えております。

続いて、関係機関等との調整状況をご説明いたします。

当該許可申請にあたり、隣接地権者に対する説明を終えており、また、近接

する舘町の町内会に対しても説明会を開催し、同意を得ております。

また、周辺環境への影響について調査し、騒音、振動を予測したところ、周

辺への影響はないと評価され、金沢市の環境部局の事前審査も終了しておりま

す。

さらに、金沢市からは、都市計画上の観点から支障なしとの意見も得ており

ます。

以上のことから、当案件については、都市計画上支障はないと判断しており

ます。

以上でございます。

◆会 長：只今の、事務局の説明についてご質問、ご意見はございませんでしょうか。

●委 員：今の道路は、湯涌の白雲楼温泉に行く道路に面しまして、他県の方たちの観光

のお客様がお通りになる道路に面しているんだとおもいます。

今、前面のお写真を見ますと、緑化に非常に考慮しているとおっしゃるんで

すが、ずって見ますと少し空いていますよね、お車の出入口だけなのかと思い

ますけども、後ろの方には、グリーンの量が多いんですが、道路面だけがちょ

っと少ないというような印象を受けるんですが、観光客がお通りになって環境

との調和は保たれているのでしょうか。

◎事務局：前面が少し下がってまして、駐車場に使っております。

奥まったところに、防音用のフェンスがはいっております。

フェンスについても、色等の配慮したものがはいっておりまして、確かに道



路面に対しての緑は少ないんですけども、間口が奥行に比べてそんなに広くは

ないので、市の方にも、景観面のチェックも済ませて、支障がないというご意

見をいただいておるので、問題ないと考えております。

◆会 長：ご意見ありましたように、景観的にも配慮すべきことだとおもいますので、可

能であれば、重ねてお願いするように配慮を得ればと思います。

●委 員：金沢市においてもこれまで、こういう産業廃棄物等の建築物の許可の案件が何

件かでてきていると思うんですけど、全体として、どれほど市内にどういう分

布になっているのかということを私見たことがないので、次回でも結構ですの

で、もし、そういうものがあれば、全体としてどういう風に分布していて、今

回の申請はどういう位置にあるのか。

それから、面積としてどれくらいを割り当てているのかをもし分かれば次回

でも結構ですので、お示しいただければと思います。

◆会 長：準備もあると思いますので、次回、少し整理して報告していただきますでしょ

うか。

◎事務局：分かりました。

◆会 長：他にご意見もないようですので、本案はご承認いただいたものとします。

、 、 、 。最後に 事務局のほうから １件の報告事項がありますので 説明願います

◎事務局：お配りしてあります資料１「都市計画決定案件（市町決定）一覧表」をご覧下

さい。

これは、前回の第１４５回審議会で報告した分以降の、市町村審議会で審議

決定された都市計画決定案件の一覧表でございます。

全体で２２件ありまして、このうち５月２２日の前回審議会で報告済みで、

その後に決定告示がされたものが９件ございまして、表の上から９番目までで

ございます。

また、前回審議会以降に市町審議会で審議されたものが１３件ございます。

このうち、８件は既に決定告示を終えております。

２枚目の「市町別・種類別都市計画決定案件数」の表をご覧下さい。

市町別の件数については、表に示した通りでございまして、金沢市５件、小

松市６件など合計２２件となっております。

以上が事務局からの報告でございます。

◆会 長：只今の、事務局からの市町決定案件の報告事項についてご質問、ご意見はあり

ませんか。

他に意見もないようですので、これで、本日諮問のありました案件、報告等に

つきましては、無事審議が終了いたしました。 それでは事務局にお返ししま

す。

◎事務局：長時間にわたりご審議、誠にありがとうございました。

以上をもちまして、第１４６回石川県都市計画審議会を閉会といたします。



委員の皆様どうもありがとうございました。


